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【問題と目的】

スポーツをする際に、「上手くなってやろ

う」「怪我をしないでおこう」「足を引っ張らな

いようにしよう」と考えることがある。このよ

うに、スポーツを行う際に考えることの一つと

して“心構え”がある。“心構え',とは、心に

かけて待ち受けること、つまり心の用意や覚'悟、

である。心構えを持つことは、スポーツの課題

遂行能力向上につながると考えられている。し

かし、これまでに心理学的研究はあまり行われ

てこなかった。

有光（1999）は、“心構え，,を正確に測定する

ために、スポーツ選手に対して“心構え，，を調

査し、その実態を明らかにしようとした。その

結果、積極性因子・コンディション因子・平常

心因子・ルール準拠因子の４因子を代表する項

目からなる短縮版ＰＰＩＳを作成した。

本研究の目的は、有光（1999）が作成した、

短縮版ＰＰＩｓを使用し、スポーツにおける“心構

え'，が、競技成績にどう影響するかを目的とす

る。

【方法】

1.被験者

北星学園大学の運動系の部活動に所属する学生

４９名であり、男性４０名、女'性９名で、その平

均年齢は２０．５５歳（標準偏差１．０７）であった。

2.質問紙の構成

被験者の所属している部活動での主観的競技成

績を４件法（良い．やや良い．やや悪い．悪い）

で質問した。また、その理由も合わせて質問し

た。また、“心構え”の測定には、有光（1999）

の作成した短縮版ＰＰＩＳの２４項目についてそれ

ぞれ５段階（１：まつたくそうではない‐５：全

くそうである）で評定された。

【結果と考察】

有光（1999）が作成した短縮版ＰＰＩＳの２４項

目について、主因子法による因子分析を行った

結果、「コンディション因子」「ルール準拠因子」

「盛り上げ因子」「平常心因子」の４因子が抽出

された。

“心構え”因子が競技成績の良し悪しを予測

するために、質問紙で調査した競技成績につい

て、具体例を参考に、競技成績を良い群と悪い

群に分け、判別分析を行った結果、「コンディシ

ョン因子」や「平常心因子」の得点が高いほど、

競技成績が良くなる傾向にあり、「コンディショ

ン因子」や「平常心因子」の得点が低く、「盛り

上げ因子」の得点が高いほど、競技成績が悪く

なる傾向があると考えられる。つまり、試合前

の準備運動をしっかり行い、試合では、対戦相

手に絶対負けないようにするため、緊張しない

でいつも通りマイペースでプレーすることで、

競技成績がよくなる傾向にあると考える。また、

試合前の準備運動をしっかり行い、試合では、

対戦相手に絶対負けないようにするため、緊張

しないでいつも通りマイペースでプレーせず、

試合で、声を出して盛り上げているだけでは、

競技成績が悪くなるという傾向にあるというこ

とであった。

今回の研究では、被験者の競技成績の良し悪

しについて主観的に調査したため、本来の競技

成績とは言えなかったと考える。競技成績を客

観的に２分割できることができれば、正確な研

究結果につながるだろう。また、被験者全体の

競技成績を良くすることにより、さらなる“心

構え羽を追求できると考える。さらなる“心構

え”の追求ができれば、スポーツ競技の技術が

なくても、スポーツが苦手な人や、幼稚園・小

学校のカリキュラムに取り入れることにより、

「スポーツは楽しい｣「たまにスポーツをするこ

ともいい事だ」などといった感情が芽生え、い

わゆる運動音痴というものが日本からなくなる

のではないかと考える。

(指導教員豊村和真教授）
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